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滋
賀
県
の
本
気
度
を

実
感
！

我
々
も
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

３
月

日
（
土
）
午
前

時

分
、
伊
賀

１７

10

31

市
長
を
は
じ
め
滋
賀
県
知
事
、
甲
賀
市
長
ら

を
乗
せ
た
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
・
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ

Ｎ
（
忍
者
列
車
）
」
が
柘
植
駅
３
番
ホ
ー
ム

に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
草
津
線
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
利
用

エ
リ
ア
拡
大
の
初
日
で
あ
り
、
直
前
に
行
わ

れ
た
甲
賀
駅
で
の
盛
大
な
セ
レ
モ
ニ
ー
を
受

け
、
終
点
の
柘
植
駅
ま
で
来
賓
の
方
々
の
乗

車
初
め
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

降
り
立
っ
た
方
々
は

跨
線
橋
を
渡
り
、
１
番

ホ
ー
ム
の
東
端
に
て
、

伊
賀
市
主
催
（
柘
植
地
域

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
共
催
）

の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

草
津
線
複
線
化
促
進
期
成
同
盟
会
会
長
で

も
あ
る
三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事
、
続
い
て

岡
本
栄
市
長
、
半
田
三
都
生
協
議
会
代
表
か

ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
い
が
ま
ち
公
民
館
活
動
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
る
「
シ
ル
バ
ー
混
声
コ
ー
ラ
ス
」

（
上
写
真
）
な
ら
び
に
鉄
道

Ｏ
Ｂ
会
に
よ
る
鉄
道
唱
歌
の

披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
セ
レ

モ
ニ
ー
の
後
に
は
、
知
事
や

市
長
ら
が
コ
ー
ラ
ス
メ
ン
バ

ー
に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か

け
る
な
ど
、
楽
し
い
雰
囲
気

で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

※
「
鉄
道
唱
歌
」
の
歌
詞

に
つ
い
て
は
２
０
５
号

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
賀
市
に
と
っ
て
柘
植

駅
は
滋
賀
県
と
の
大
切
な

出
入
口
、
ま
た
亀
山
や
津

・
伊
勢
へ
の
橋
渡
し
ポ
イ

ン
ト
で
も
あ
り
、
そ
の
存

在
価
値
は
も
っ
と
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
す
。
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植
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柘
植
駅
を
柘
植
地
域
だ
け
の
存
在
と
し
て

で
は
な
く
、
伊
賀
市
全
体
、
三
重
県
全
体
と

し
て
も
重
視
し
て
い
た
だ
く
必
要
を
委
員
会

と
し
て
は
考
え
て
い
ま
す
。

甲
賀
駅
で
の
式
典
（
主
催
：
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
協

力
：
滋
賀
県
、
甲
賀
市
、
伊
賀
市
他
）

で
は
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
京
都
支
社
副
支
社
長
が
「
甲
賀
、

伊
賀
の
方
々
に
、
よ
り
草
津
線
を
利
用
し
て

ほ
し
い
」
、
甲
賀
市
の
岩
永
裕
貴
市
長
は
「
市

民
の
長
年
の
願
い
が
か
な
っ
た
。
利
便
性
向

上
の
効
果
は
大
き
い
」
、
伊
賀
市
の
岡
本
栄

市
長
は
「
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
生
か
し
て
、
地

域
振
興
を
し
て
い
き
た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
を
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
盛
大
に

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま

た
、
甲

賀
駅
前
で
は

地

域

挙

げ

て
、
マ
ル
シ

ェ
の
開
催
や

子
ど
も
制
服

撮
影
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
滋
賀

県
・
甲
賀
市

の
草
津
線
に

対
す
る
意
気

込
み
が
感
じ

ら
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

転
車
台
跡
地
、
ど
う
な
る
？

柘
植
駅
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
片
付
け
た

後
、
転
車
台
跡
地
と
大
林
よ
ろ
い
・
工
芸
品

製
作
館
を
巡
る
柘
植
駅
発
着
の
ミ
ニ
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

駅
の
草
津
線
寄
り

に
あ
る
昔
の
転
車
台

跡
地
は
、
草
木
が
ま

す
ま
す
茂
り
、
徐
々

に
存
在
が
分
か
ら
な

く

な

っ

て

き

ま

し

た
。
（
←
写
真
）

よ
ろ
い
・
工
芸
品
製

作
館
（
写
真
→
）
は
、

伊
賀
ま
ち
か
ど
博
物
館

と
し
て
一
般
の
方
の
見

学
も
可
能
で
す
。
（
要

予
約
。
柘
植
町
９
４
７

３-

５
番
地
☎
４
５
・
５

５
６
７
大
林
忠
夫
さ
ん
）

大
林
よ
ろ
い
・
工
芸
品
製
作
館

有
名
武
将
の
甲
冑
の
補
修
復
元
も
手
が
け
た
こ
と

の
あ
る
館
長
は
、
「
甲
冑
師
」
と
し
て
先
祖
代
々
の

技
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
甲
冑
製
作
に
必
要
な

道
具
や
材
料
、
補
修
、
復
元
中
の
甲
冑
も
館
長
の

語
り
と
と
も
に
見
学
で
き
、
時
代
絵
巻
に
も
似
た

神
秘
と
ロ
マ
ン
の
世
界
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

伊
賀
ま
ち
か
ど
博
物
館
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
転
載

冬
を
飾
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
撤
去

セ

レ

モ

ニ

ー
に
先
立
ち
、

冬

の

間

、

柘

植

駅

前

を

明

る

く

に

ぎ

や

か

に

し

て

く

れ

た

イ

ル

ミ

ネ

ー

シ

ョ

ン

を

片

付

け

ま

し

た

。

次

の

秋

に

は

、

ま

た

工

夫

を

凝

ら

し

て

い

け

れ

ば

と

思

い

ま
す
。

【
柘
植
の
ス
テ
ン
シ
ョ
案
内
】
発
行

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
伊
賀
の
文
化
を

発
信
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
・
ラ
ン
プ
の
会

が
協
力
し
て
、
柘
植
駅
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」

カ
ー
ド
開
始
記
念
『
柘
植
の
ス
テ
ン
シ
ョ

案
内
』（
Ｂ
６
サ
イ
ズ
４
頁
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

第
１
話
…
柘
植
の
地
名
の
い
わ
れ

第
２
話
…
関
西
鉄
道
設
立
物
語

第
３
話
…
東
柘
植
の
ス
テ
ン
シ
ョ
物
語

第
４
話
…
東
柘
植
の
ラ
ン
プ
小
屋
物
語

※
ご
希
望
の
方
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
事
務
局
（
市
民
セ
ン
タ
ー
）
ま
た

は
柘
植
駅
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
（
期
間
限
定
）
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保
育
園

卒
園
記
念
樹

植
栽

３
月

日
、
い
が
ま
ち
造
園
組
合
様
に
よ

15

る
卒
園
記
念
樹
（
サ
ク
ラ
ン
ボ
）
植
栽
行
事

が
柘
植
保
育
園
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

許
す
な
！
不
法
投
棄

警
察
・
伊
賀
市
行
政
と

協
力
し
て
ひ
と
ま
ず
撤
去
！

生
活
環
境
部
会

３
月

日
（
月
）
午
前
、
中
柘
植
地
内
、

１９

農
免
道
路
の
枝
道
で
発
見
さ
れ
た
不
法
投
棄

物
を
撤
去
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
精
力
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
や
撤
去

作
業
を
し
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
事
実
は
残

念
で
す
が
、
「
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
あ
る
」

こ
と
を
ふ
ま
え
、
警
察
と
も
協
力
し
て
証
拠

物
件
か
ら
廃
棄
し
た

人
物
の
割
り
出
し
を

し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
伊
賀
市
行

政
に
は
撤
去
・
廃
棄

に
か
か
る
費
用
を
減

免
し
て
も
ら
う
な
ど
、

協
力
し
て
撤
去
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

柘
植
地
域
の
環
境
美
化
保
全
の
た
め
に
、

監
視
の
目
を
光
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

す

ぐ

区

長

・

ま

ち

協

へ

！

不
法
投
棄
を

発
見
し
た
ら

「
森
を
考
え
る
座
談
会
」
よ
り

生
活
環
境
部
会

３
月

日
（
金
）
午
後
、

２３

柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

で
農
林
振
興
課
の
指
導
の

下
、
約

名
が
集
ま
り
、

15

こ
れ
か
ら
の
柘
植
地
域
の

山
林
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
を
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
三
重
大
学
大

学
院
生
物
資
源
学
研
究
科

坂
本
竜
彦
教
授
に
よ
る
「
地

域
の
森
づ
く
り
を
地
域
の

み
な
さ
ん
の
手
で
！
」
と

の
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
県
職
員
や
市
職
員

を
交
え
た
座
談
会
を
行
い

ま
し
た
。

今
後
の
、
柘
植
地
域
の

山
林
環
境
を
少
し
で
も
良

好
な
状
態
に
し
て
い
く
べ

く
、
来
年
度
は
実
行
委
員

会
形
式
で
組
織
化
を
図
り
、

各
区
山
林
担
当
者
を
集
め

た
会
議
を
数
回
開
き
、
実

状
を
ふ
ま
え
、
意
識
の
共

有
を
図
り
、
地
域
と
し
て

で
き
る
こ
と
か
ら
計
画
を

導
き
出
そ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
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た
の
し
い
学
び
舎

柘
植
小
学
校

卒
業
式

３
月

日
（
金
）
午
前
、
柘
植

１６

小
学
校
体
育
館
で
卒
業
式
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

２１
名

★
☆
★
事
務
局
だ
よ
り
☆
★
☆

▼
今
号
の
編
集
は
３
月
末
に
し

て
お
り
ま
す
が
、
お
手
元
に
届

く
の
は
年
度
が
替
わ
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
▼
気
候
は
す

で
に
春
。
４
月
に
な
る
と
気
持

ち
の
上
で
も
変
化
が
見
ら
れ
る

も
の
で
す
。
心
機
一
転
、
地
域

の
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

▼
現
在
、
事
務
局
で
は
各
種
事

業
の
ま
と
め
や
総
会
に
向
け
た

来
年
度
事
業
の
構
築
な
ど
事
務

処
理
を
進
め
て
い
ま
す
。
▼
総

会
は
４
月

日
（
土
）
午
後
７

１４

時

分
～
で
す
。
総
会
構
成
員

30
の
方
に
は
別
途
案
内
が
届
き
ま

す
が
、
届
い
て
い
な
い
場
合
は

当
日
受
付
ま
す
。
（
西
田
方
計
）

３月27日（火）夜、今年度（第15回）の

斎王群行反省会ならびに来年度の事業実施に

ついて検討会議が開かれました（13名参加）。

議論の結果、地域行事としてつながりづく

りなど重要性があるため、来年度も引き続き

実施（9月24日）することになりました。

また、準備運営には負担が多くあるため、

活動全般を縮小していく。特に外部への依頼

事項や昼食準備については縮小を具体化す

る。それに関係してくる予算確保の方法も検

討する。

加えて、活動するメンバー（実行委員）に

ついてはそれぞれの役割を明確化し、区との

連携も深められる体制をとる。等々のことが

来年度以降の方向性として整理されました。

斎王実行委員会

大ホールの閉鎖（最適化計画）
についての行政説明・懇談会

３月15日（木）夜、ふるさと会館いが
小ホールで、「伊賀支所庁舎及び周辺施
設複合化整備基本構想」の説明会が行わ
れました。
今回は、柘植地域住民だけでなく、西

柘植や壬生野の方、それ以外の市民の方
も参加されました。（約50名）

中日新聞にも掲載(3/17付)されていま
したが、平成27年3月に策定された計画
通り、平成31年3月をもって大ホールは
閉鎖予定であり、大ホール機能存続のた
めには、住民でクラウドファンディング
や会費収入などで維持費等を生み出す案
もありうることが市より示されました。
しかし、それも「９月までに提案する

こと」と期限を設けられています。
加えて、柘植公民館も平成31年３月に

閉鎖が予定されています。

市は、具体的な計画の中身を長期間に
わたり住民と懇談してこなかった点につ
いては反省の弁がありました。今後も次
々に出てくる課題に対して、住民と行政
がこまめに情報共有することを強く要望
していきたいと思います。


